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214 名、反対 111 名であったことが記録に
残っています。賛成投票は総数の約 63%で
した。 



































こは B1 と B2 に分かれています。B1 敷地
は B 敷地の西側部分で、講義棟と厚生棟が
ある場所です。B2 敷地は本館高層棟がある
ところです。B1 敷地では地上 11 階、地下
1 階、高さ 57 メートルレベル、建築面積
7,800 平米、延べ床面積 6 万 4,000 平米と
いう規模の建物を建てる。B2 敷地のほうは、
地上 23 階、地下 1 階、高さ 100 メートル、
建築面積 3,000 平米、延べ床面積 3 万 1,000
平米、こういう規模の建物です。同時に地下

































1-2  計画変更と第 1 期工事 
これからがいよいよ名古屋市との契約を
具体的に進めていく作業が予定されていた


















結論から言いますと、2009 年 3 月 28 日の
法人理事会におきまして計画変更が承認さ
れました。3 月 30 日、当時の理事長が記者
会見で変更内容を公表しています。その主
な点は以下のとおりです。第一に、建設工事
を 1 期でまとめてやるのではなくて 2 期に
分けて行う、第 1 期は 2012 年 4 月まで、







































































1-3  第 2 期工事と計画変更 
第 2 期工事のほうに入りますが、第 2 期
工事も先ほど申し上げたとおり計画の大枠































には 2009 年 3 月の計画に比べて 29％縮小

































室が入る 8 階から 18 階まで、さらに会議室
等のある 19 階、20 階もありますが、そこ
は 7 階以下に比べて 1 階分の高さを少し低
くするという工夫をしているのです。設計
図を詳しく見ないと分かりにくいですが。










に、2007 年 12 月のささしまライブ 24 地
区開発提案競技の時の構想と比べて、この
F 案は延べ床面積が 43％減っています。言






した。これが 2013 年 7 月のことです。 
施設面の変化ですが、教室数は 81 室を
120 室に増加しています。当初、第 1 期工
















































第 2 期工事は、こうして 2014 年 12 月に起
















2-1  入試における変化 
まずその後の入試状況についてです。こ
れは比較データがあり、分かりやすいとこ























































































































者数は、ほぼ 1,400 名前後ですが、A ラン









いのですが、その中でも A、B ランク校 55%
から 61、62%に増加しているのに対して、




















































































































































































































たに締結しました。これが 1 つです。 
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それから、大学としても地位連携の組織
的な体制を整えました。全学の地域連携方
針と計画を策定し、地域連携室の体制を、連
携室長、副室長、各学部の委員から構成され
る全学的な組織に改編しました。同時に、そ
れを支える事務組織として地域連携推進事
務室を新たに設置し、担当職員も増やしま
した。 
これからの課題はいろいろありますが、
その一つにささしまライブ 24 まちづくり
協議会というのがあります。大学もそのメ
ンバーですが、都市部地域における連携を
いかに進めるか、大学はそこでいかなる役
割を担うのかということがあります。これ
は検討しています。また文部科学省の私立
大学研究ブランディング事業、これは昨年
度末に本学が選定された事業ですが、その
事業計画の一環としても、名古屋笹島地域
等における地域マネジメントの組織化と役
割発揮を組み込んでいます。 
最後にまとめですが、第一に、先ほど申し
上げたとおりで、本学の笹島への移転は当
初の予想以上の時間をかけていろいろな課
題に直面しながら紆余曲折を経て成し遂げ
た困難な大きな事業でありました。これは
教職員皆さんのご協力を得たおかげだと思
っています。第二に、笹島への移転後の大学
の変化には、先ほど紹介したように入試、教
育、それから地域連携等において、肯定的に
評価できる変化ないしは取組が比較的多く
見られると言ってよろしいかと思います。
そういう意味では、笹島への進出はプラス
に評価してもよろしいのではないかと私は
思っています。ただ、いろいろな課題がある
ことは言うまでもありません。大変長くな
りましたが、以上をもちまして私の報告を
終わります。どうもありがとうございまし
た。 
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